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18.イエバエの成虫の a-dL-Eyans-alJcthrin石油液の致落下仰転効力にたいする感受性の変

動につし､て (殺虫剤の生物試験にかんする研兜 第40報)長沢純夫 (京都大学化学研究所武居研究室)

31.7.30.受理

豆囚拍bl益によってその幼虫期を飼育し, 小変粉の糊をあたえて成虫期を飼養したイエバェの, 初

化後4-5日日の個体群が α-dZ-1rans-allethrin石油枚の,致落下仰転効力にたいしてしめす感

受性の変動を長脱にわたって槻5uL, その紙料 こもとづいて眺itJ:昆虫旅叩化の方法を論じ, あわせ

て言H系統の感受性の等級を湖別するにあたって考臆されるべきことがらを考訳した｡

I.緒 言

ききに筆者は,燭光培11-によってその幼虫期を飼育

し.成虫糊にわいては,小安粉の糊をあたえて飼韮し

たイェバ羊m作桝の 9,i)I-DDT粉剤の敦落下仰転効

力にたいしてしめす感受性の程Fjfが,飼育を開始した

日により,かなり変動することを,招粉降下張田法に

ょり観烈し,生物試験諭の見地から,供試昆虫の選択

にあたってとくに注意されるべき三l糊 をあげて考訳し

た｡1)木方割こおいては,さきの燭光培鳩にくらペては

かなりfI的にひとしいとJ皿われる立国和培1iEによって,

その幼虫1g]を飼育 したイエバエが, α-dl-1rans-

allethrin石油液の致落下仰転効力にたいして,どの

程度の感受性の変効をしめすかを枚討するとともに,

供試昆虫招準化の方法を論じ,あわせて各班系統の感

受性の等級を決定するにあた?て,考慮されるべき郡
qiを考訳したい｡

本文にはいるにききだち,この実験をおこない結果の

犯矧こ尽力せられた柴田砂田子城に深謝の意を衣する

次節である｡

IT.夫験材料と装匠方法

1.供試鵜剤 白燈油 (bp180-230oC)をもって

和訳した･a-dL-LraTZS-allethrin(mp50-50.5oC)の

100mg･/100cc.の浴淡をtJuJat3)irlとした｡

2.桝試花山 さきに3ILるした豆内相培掛 こj:つ

て,その幼山川を嗣TfL,小父粉の糊をもって成虫湖

をPLP,hXiしたJnJ'槻系イエバエ MILSCLZdoll,eSLicavlc;na

lT.lCq.の羽化後4-5ロロの胴体爪をもちいた｡ 飼

-lj共作は30oC.1u係相好60,03をたもつようにした｡

鵬試Ht=dlはわなじ日に別-a,をはじめたポット群からひ

ろいあつめた蛸を,ひとつの犯にいれて羽化せしめ,

これを抄とつの眺武州本村とした｡

3.実験1&田137T; さきに花瓶 した噴鍔降下泌tEE

法りによって,E･&受性の相成を測る方法,をとった｡

TTT.突験結果と考焦

実験の紙米を処FI!.I.fjTltiJT(珍)の対数Lと.致落下

仰駆虫率 Ŷ･の3g係をもって滋示するとml誠のごと

くである｡Ilわこれは,1954年12月16日から55年3月

17日にいたる糊rLTfJtこ.氾姥20oCの恒氾砂 flでおこな

った実験の純月!であ声が,実験の噸序には一光のnIlTF'.a
的間隔はない｡ml･-1壬の結穴を Blissのプロビット

法によって膿理したのがi752表である｡茄2=ilの節穴

を妃ると.鴨川一致粥下仰転虫率等弧班別脚線の帆さ

は,概観しただけでもかなりことなっている｡それゆ

え,この表の応後にしろした中央致落下仰脚古間だけ

をもって感受性の程IRT1･祁ずることは妥当でない｡し

かしここでは;感受性のふれの様相を見ることがその

主な目的であるから,抄とまづ中央致落下仰脚 古間だ

けをとりあげて考訳して如きたい｡ml図は邦2衣の

中火致死時間を実験の切付(こしたがって,グラフの上

にプロットしたものであるが,これを妃るとふれの状

怨には-)Eの悦rL'dがあるとは想われない｡

さきに月きまl竜培椛による飼77m田の ♪,♪'-DDT粉剤

にたいする感受性の程度を火験nT促 した糊分,感受性

に変動をもたらすLatl大の原田は,この切合幼虫飼育培

寵の原料となる馬光に,一定の晶質を期はすることが

,できないためであろうことをのペ,こうしたもつとも

大きな誤差の原因を最小限にくいとめるためには,局

糞培基の方法を脱して,常時比較的均一な状態におい

て供給きれる,豆腐粕のようなものを培基の原料とす

るか,またはNAIDM法におけるような.人工の配

合飼料に依存する方法をとるべきでゐろ-うことをレる
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Table2. Characteristicsoftime-knckdoWn regression isodoscsofadultsoftheCommon
ノ

houscfly,MILSCadomesLl'cavz'cz'na Macq.,forα-dZ-1rans-2llcthrinkerosenesolution

(100mg./100cc.).冗.lChd.1tum representstestCarriedoutlVithadultsfrom asingle

Cage.

した｡しかし木火映の気Ii刀ミからは,17.阿打伯 その培J丘

にえら/I,でも,そうしたIl._Q文牡のふれる和田をちぢめ

ることはむづかしいもののようであるとここに紙諭し

なければならない｡

結局,Vt試W棚での研耶化のためには,火照の検Jq

穴的をおこなうlJfJfこ,tilEllJC剛仰下のなかから少A'(mli'

を抽出して,それらの標準薬剤にたいする感受性の同

比を,∴予肺的に埠かる筒qiな突放をおこない.その紙

只から母#き団の有する感受性が.あらかじめ定められ

た和田に入っているものであるか苗かを検定し,もし

上下,･その福田を逸脱する個体群であれば,桝lu:良dl

として不適当な8･のと判JqL,虎郊するrL!把をとるベ
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Fig.1･ Fluctuationofsusceptibilityofadultsofthecommonhousefly,MuscadomestI'ca

vlclnaMacq･,totheknockdowneffetofa-dl-trans-allethrinkerosenesolution

(100mg./100cc.),representingthemediankonckdowntime･

さであろう｡そのためには,比較的長期にわたってそ

の系統の付する感受性を検討し,そのふれの範囲をし

らべてわいて,品質管理に糾 ､てもらいられるのとお

tJじ田Bi!図法をこれに適用するべきであろう｡ところ

で.この況却限界の設定は,品斑管理におけるごとき

3,'をもちいるとか,または小標本の理論からきめる

ということは,その系統の有する感受性の絶対値とい

うものがきめられない関係から容易でない｡限界のは

ばをひろくとるあまい方法によって,眺試個体群をえ

らんでゆくか,さびしく規正して限界のはばをせまい

ものにするかは,､個人の意志であり,また公定の方法

に耶拠する実験にあっては,共定の事項にたよるはか

ない｡

さきにかかげた1)感受性に変動をもたらす原因とな

るであろうと考えられる,培娼中に投与される酵母の

鮮瓜 描I.W lの水分合有凪 培越中における幼虫の楼

山国瓜 飼育氾中におけるIB,良密凪 また寄生虫の聞

a .J戊山川に好ける餌の問題,飼背中乃至は試験施行

巾のハエの取りあっかい方,などのことは,そのまま

ここにあてはまるTJS柄であり,これらは,あたうかぎ

り所定の方状にそった飼育をおこない,最善の条件を

保つことによ?て,槙準化の緑に近づけるべき努力に

まつより他ない｡こうしたことがらは,⊥応規定され

それに邸拠して飼育されたと考えられるイェバエ個体

亨指の感受性が,第1図にしめすように変動することは,

放球系統の抵抗性をいくつかの等級に類別する際に考

跡 こ入れて然るべき抄とつの閃超を捉鵬している｡昆

山の牧山剤にたいする抵抗性の関田は,近年城田の生

別 J

＼

理乃至迫伝学の分野において,純学理的興味の対象と

なっているのみならず,実際においては,告山の駆除

予防対節を計耐するに際して,考FJ記されるべききわめ

て式要な課題である｡いづれにおいてもそうしたこと

の研究の,まづ政初におこなわれなければならいなこ

とは,ある産地,またはある飼育系統災田の感受性の

程鑑を実験杓に検討し,さらにこれを斑別することで

あるが,上にのペ!こ実験の結栄からrankingをおこ

なうそれ自体の方法論に糾 ､て,考hよしてかからなけ

ればならないひとつの問題に速習するであろう｡すな

わち非剤にIT=いする感受性というような生理的性質

は,､これを絶対的な敷地として衣示しえないOこれは

生物試験論か見地から容易にうな.づけることで.可及

的純系化された系統を捺準にもうけて,株郡:供試両系

統についてあわせおこなわれた実験の紙只から,相対

.的に罪超されるべき性質のものである｡兆刑の効力を

比較するという場合は,ひとつの系統にたいする招準

供試両薬剤の相対比は,実験の約度が1=かければ当然

等しい性TfのものであるからJその節充は比較t'YJ容易

であるが,前者の場合は,あるひとつの実験鮎矧 こも

とづいて判定するということだけでは充分でない｡勿

節,校準 ･供試両系統についてあわせおこなわれた

ある実験結果は, その投虫 一反応率曲線 相互の

discrepancyに関する検Jr竜を x2S+xq･Lをもとめるこ

とによっておこない,有志の吻合はその程JRを詐走す

るという段階が必要であるが,絶対的な数位としても

とめられない生理的性TIのTA合は,そうした罪起数他

を相当程lRiRBllして,その結界にもとづいて綜合卸 こ
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判断することがのぞましい｡すなわち,上にゐべたよ

うな感受性のふれの和田を考はしてかかることが必要

である｡ ここに校型的に描かれた約2図,をみることと

しよう｡一節2図の白丸罪緑が,標準系統の有する感受

性のふれの程度を,上にのべたような方法でしらべた

結果を,おなじ手法で図示したものである｡･一定の適

期を泊ってその感受性はふれているとは思われない｡

一万nqi丸破綻が,供試系統の有する感受性のふれを映

した結果であるとしよう｡これもまた一定の周期性が

あるようには想われない｡概念的にみると,桝試系統

が班耶系統にくらべて感受性がたかいということは,■
容易にうなづけよう｡しかし個々の実験結果を追跡し

て行くと,上欄にrの記号でしるした時は,この関係

が逆になっている｡郡2図にもちいたコードレターの

大文字,小文字の関係は,Sは眺試系統の感受性は,

標準系統にくらべて,非問にたかいように,沿われた時,

Sはさほどではないが,感受性が摂郡系統よりもある

と.lAわれた時の意味で区別してしめし;Eとしるされ

た実験では周和風 rとしるきれた時は反対に,供謁

系統は招･lr主系統よt)若不抵抗性のたかい系統と判断さ

れなければならない意味をもたせたものであるO環2

図の結果は,1-2回の実験結果からそれが応い托抗

性を有する系統であるとか,または感受性系統である

といった判淀を下すことの危険性をしめしている｡-

Ti:条作でitTi耶系統と同相に飼育し,そのTLLiq受性の変動

杏,かなり良川にわたってしらペ,その_TrE微.離反の

相似こよって拭抗性の程度rJl'rJTi:荊別すべきである｡

Iく,r.冗,S,Sなどというコードレターは,概耶系統と

どのFZ庇の盟邦があった糊合にあたえるべきかについノ

ては約･鵬 ,'必班である｡そして-Jrllrrll故の実験結果か

ら.コードレターの五年の別対比から,どの程度の抵抗

比 または感受性を布する系統であるかを判定するこ

とが安当である｡もっとも,より明確な数値にしてし

めす方法としては,さき_に大沢 ･長沢4)が定義した中

大当mllFt(項部系統と眺粥系統の感受性がひとしい切

節 21 替-I

公は.1の放肌でしめされ.捺畔系統にくらべて.眺

桝系統が.it)机抗化をイJ'する場合は.1以下の別 Eは

Tlt),反対の場合は1以上のLl(肌をしめす), または

73-gUIA:桐芸 (抄としいときは0となり,tit.tJC系統が抵

抗性の系統の切合は-となり,感受性･.Jl有する系統の

均分は+となる)に机当する故地をm々の火映紙取に

ついて罪たし,一穴Pl11数の実験紡只の総計の多罪にも

とづいて,抵抗性の符牒を決定すればよい｡そしてま

I:多数の系統をその抵抗性,ま､たは感受性の程度によ

って,いくつかの等級にわけようとする場合,少くと

も梗準系統のふれの程度を見積っただけの範囲をもっ

て,区別していくということも大切である｡その方法

については,･さきに大沢 ･長沢が提唱した,有効当量

あるいは有効度偏差による等級類別の理論が,そのま

ままたここ.に適用できよう｡とにかく,･標準系統と併

せおこなわれたll_2回の実験結果から,ある系統の

感受性あるいは抵抗性の程度を判定するということは

さけなければならないことであろう｡もっともこのこ

とは,ひろく供試系統郡の種々な反応率の比較をおこ

なう場合にも,そのままあてはまることである｡'

1)
麦粉の蒜

ⅠV.摘 要

固相培兆によって,その幼虫期を飼育し,小

をもってその成虫期を飼養したイエバェの,

羽化後4-5日日の胴体群で,a-dl-trams-allethrin
石拍披(100mg･/100こC･)の致落下仰転効力にたいして

しめす感受性の変動様相を,飼育月別にわけて唄宗降

-下装mにより比較的長期にわたってしらべた｡

2) さきにしろした馬飛培巷より質的にはかなり均

一であると考えられる豆腐粕培基をもらい,その飼胃

洗をあたうかぎり厳密に規正して飼育をつづけても,

それから羽化してくる成虫の感受性は,巧飛培)ELCによ

ったそれ‡とおとらずかなり変動し,I.･7!fこ-Jqした感受

性をしめす個外郡をもとめるということは,これ以上

この飼育法によっては不可TJBである｡

3) tl糊 昆虫の班叩'.化のためには,ある抄とつの坊叩S
きち師rJtfもうけて,こ川 こたいする!･感受仕の柑Q:を予E絹

的な火映によって罪)i:し.あらかじめさだめらjtたELiQ

受仕の稲田を逸脱したr剛柿下は,これを破煎するとい

う方法をとるべきであろう｡

4) ある系統が感受性乃至拭抗性系統であるとの判定

は標準系統とあわせおこなわれた1-2回の実験結果

から早急にだすということはきわめて危険で,-かな■り

長期にわたる比較実験の結果を袋項して,綜合的に判

断を下すことが大切である｡.

･′Ⅴ.引 ･用 ､文 献
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3) Li甲純夫:殺虫剤の生物試映にかんする研兜 1-
116(1954).

4) 大沢 折 ･長沢純夫 :防虫科学 7･8･9,1110

(lLI17).

Ⅰくisum6

1)TherateOfsusceptibilitiestotheknockdown
cffcctofα-dl-LTanS-allethrinkerosenesolution

(100mg./100cc.)of′adultsofthecommonhouse

fly,MIJSCadomesLl'cavict'naMacq･,whichwere

rearedondifferentdayslVaSinvestigated ex-

tendingoveralongperiodoftime.Thehouse

fll'esIVCrCCulturedtheirlarval stageby the

medium prepared with theresidualproducts

inHtofu"making.The.pasteofwheatpowder

wasucd asthefood oftheiradultstage.

Andthehealthyindividualsofuniform size

4､5daysafteremergenceWereused forthe

experiment.And thesettling mistapparatus

methodwasadoptedforthepresentexperiment.

2) Thoughthe quality ofcultL)remedium .

prepユredWiththeresidu･lproductin 〃tofuM

m.lkingwasconsideredtobemoresamethan

thatoLthehorsemanure,therateoffltlCtu-

第 21 巻一t

ation in･st】sceptibilitiesof tllehollSe flies

rearedlJytheformerculturemediuminaccor-

dancewithprovisi3nOfthestandardmethod

wasalmostthesameasthatofthefliesreared

bythelatterculture medium which wasrc-1

portedinthepreviolユSpaper.Itisverydifficult.

togetthehousefliespossessedthesamesubCCPIPl
tibilitiesatalltimes.

3) InordertocontrolthesusFePtibiliticsof
testinsects,weshouldestablishthestandard

insecticticideforbiologicalassay,andaccor-

dingtotheresultofpreliminaryexperiments

lVithsuchstandardinsecticide,Weshouldaside

those individuals which.falltherangeof

CertainI:mitsofsusceptibility.

4) lくankingex.erimentson thesusceptihト

li一ies of insectstrainsarenecessary to he

Carriedoutrepeatedly.ItissomelVhLLtdanqc-

rousthatlVerankthesusceptibilitiesofvariuus

strainsaccordingtotheresultsofthecompara-

tiveexperimentsoftwoorthreetimesIVith

thesbndardstrain.Itisimportanttothink

collectivelytheexperimentalresultswllichlVere

Carriedoutrepeatedlyextending overalく)ng

periodoftime.

slutlicsonSynLllCticPyrclhroid8PartlX･A舶igtlmCntOfGconlCtri'calConfigumti,OJIOfa8-

1)iLllCthylsorhicAcid.YuzoINOUY】て,･ToshioSt7GtT̂ and Minoru OllNO (TakeiLabora-

tory,-InstituteforChemicalResearch. KyotoUniversity)1ミeccived31.July1(J56.BolyzL

KL7gahu,21,86,1956.(lVithEnglishresumep.92)

19.合成ピレスロイドに関する研究書第1X報 a8-DinlC一hyISOrl'icAcid の税何構造の決定

井上椛三 ･杉田利夫 ･大野 稔 (京都大学 化学研死ITr武居研先室) 31.7.31.受理

ささに拭LBした著者等の第二菊酸全合成の過 程 に於 て, 中 間化合 物 として a6-dimethylsorhic

c･terを班用するが,この際の ap-二式糾合の餓何梢辺は滋終生成物である合成 節 二菊酸 (mp.

2OLqO,20fJo),d-節二菊酸 (mp･lG3-40)及び mp･1860の acyclic梢述爽性酸にその革 ゝ保
持 されるので,この併記で幾何納鵜をEJt定することは,ひいては節二菊酸仙孤の規何描出を決 起す

るととにな t)柚めてiE宏な忠魂をもつ｡ ところが alkyli記換 dien-ecarboxylicacidの二式糾合

の規1日JIJ呼出を決起する方法はこれ迄全 く知 られていなかったoそこで著者等は この酸 の分子桃型に

ついてのFJl諭的考究iから ITaTIS手招鵜をとるものと推訳 したのであるが, 本報ではこれを実験的に諾Jl:

' 現した｡即ち a8-dimetllylsorI,icacidを Pd触 媒 で半還元 して得 られ 争 α8ldimcthy1-Ja-

hexenoicacidの UV及びIlも吸収スペクトル,ならびに解離恒数 (♪I()のbu定によって Lrans

構造を確定 しT:｡従ってさきの理論的な紙栗は火映的にも封付けされ,.ひいては-合成及び天然耶二
菊酸側鎖の irans梢辺が実験的に 完全に証明された ことに な る｡ 又 こゝに述べ た証 明方 法は

a-alkyl正三換共醇 dienecarl,-xylicacidsの規何川辺EJt定法として有機化学-町 こ馴 け る こ
とが出来よう｡

著者等の邦二菊教会合成経路l)に放ては,相当する の附加を行い節二菊酸の esterとする｡

Reformatskiesterの脱水によって始めて狩 られ た この dimethylsorbateは新化合物で,αβ-C=C

mcthyl或は ethyla8-dimethylsorl)ateを･次の階 ☆ 節VIZほ Zlull･Agr･Chem･Soc･JLIPtln

相で olefine成分 としてこれ_8こethyl中az?acqtdtや 29(1956)77
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